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21. 柳田正光, 黒澤彩子, 山口拓洋, 山下卓也, 森内幸美, 吾郷浩厚, 竹内 仁, 中前博久, 田口 潤, 佐倉 徹, 高松 

泰, 脇 房子, 横山洋紀, 渡辺正人, 恵美宣彦, 福田隆浩： Monosomal karyotypeを有する第一寛解期急性骨髄性白

血病の予後：全国多施設調査．第 34回日本造血細胞移植学会総会プログラム p256, 2012 

22. 川﨑玲奈, 今西大介, 糸永英弘, 今泉芳孝, 田口 潤, 對馬秀樹, 波多智子, 塚崎邦弘, 宮﨑泰司：再発急性前骨髄

球性白血病に対し、ゲムツズマブが著効した一症例. 第 2回日本血液学会九州地方会プログラム p1，2012 

23. Miyazaki Y, Ando K, Tsushima H：The 10th Annual Meeting Japanese Society of Medical Oncology（第 10回日本臨床

腫瘍学会学術集会）： Interaction of ELF-4 and NPM1 in AML. The 10th Annual Meeting Japanese Society of Medical 

Oncology Abstracts p44, 2012 

24. Takasaki Y, Iwanaga M, Makiyama J, Fujino S, Yamaguchi K, Miyazaki Y：The 10th Annual Meeting Japanese Society of 

Medical Oncology（第 10回日本臨床腫瘍学会学術集会）：Two Cases of refractory multiple myeloma treated with the 

combination therapy of Lenalidomide plus Dexamethasone(Len-Dex)suffered from severe pneumonia：Is the treatment 

really safe ? The 10th Annual Meeting Japanese Society of Medical Oncology Abstracts p276, 2012 

25. 吉田稚明, 加留部謙之輔, 片山 幸, 在田幸太郎, 海野 啓, 宇都宮 與, 塚崎邦弘, 今泉芳孝, 平良直也, 大島孝

一, 都築 忍, 瀬戸加大：慢性型ATLのゲノム異常解析．第 5回HTLV-1研究会・シンポジウムプログラム p32, 2012 

26. 今泉芳孝, 佐々木大介, 新野大介, 松尾真稔, 對馬秀樹, 中島 潤, 澤山 靖, 今西大介, 田口 潤, 波多智子, 長

谷川寛雄, 大島孝一, 上平 憲, 塚崎邦弘, 宮﨑泰司： HTLV-1 キャリアにリンパ増殖性疾患を発症し診断に難

渋した症例の検討．第 5回 HTLV-1研究会・シンポジウムプログラム p43, 2012 

27. 谷口広明, 今泉芳孝, 蓬莱真喜子, 牧山純也, 新野大介, 長谷川寛雄, 塚崎邦弘, 大島孝一, 宮﨑泰司：当科におけ

るモガムリズマブの使用経験．第 5回 HTLV-1研究会・シンポジウムプログラム p44, 2012 

28. 塚崎邦弘：Progress in the treatment of T- cell lymphoma. 第 71回日本癌学会学術総会記事 p79, 2012 

29. 長谷川寛雄, 塚崎邦弘, 宮﨑泰司, 上平 憲：CD26 antigen acts as a predictive biomarker in the evolution of 
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ATL:continuity from carrier status to smoldering ATL. 第 71回日本癌学会学術総会記事 p165, 2012 

30. 木原里香, 清井 仁, 宮脇修一, 宮﨑泰司, 麻生範雄, 薄井紀子, 鵜池直邦, 木村文彦, 竹下明裕, 三輪啓志, 直江知

樹：Prognosis of AML patients registered to JALSG AML201 study according to the ELN genetic risk classification. 第 71

回日本癌学会学術総会記事 p301, 2012 

31. 中島正洋, 三浦史郎, 及川将弘, 吉浦孝一郎, 蔵重智美, 塚崎邦弘, 松山睦美, 七條和子, 松田勝也, 鈴木啓司：放

射線病理学の現状と展望 原爆被爆者腫瘍組織バンクと分子病理的研究の現状．日本放射線影響学会大会講演要

旨集 55回：p75, 2012 

 
B-d 

1. 宮﨑泰司, 今西大介：血液腫瘍患者、および非エイズ血友病患者を対象とした臨床データおよびターミナルケア

情報の収集と解析、データベース構築の可能性．(厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策研究事業 HIV・HCV

重複感染血友病患者の長期療養に関する患者参加型研究(H22-ｴｲｽﾞ-指定-009) 平成 22年度～平成 23年度 総合研

究報告書, 研究代表者 山下俊一, p29-38所収) 2012 

2. 宮﨑泰司, 今西大介：血液腫瘍患者、および非エイズ血友病患者を対象とした臨床データおよびターミナルケア

情報の収集と解析、データベース構築の可能性．(厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策研究事業 HIV・HCV

重複感染血友病患者の長期療養に関する患者参加型研究(H22-ｴｲｽﾞ-指定-009) 平成 23 年度 総括・分担研究報告

書, 研究代表者 山下俊一, p11-20所収) 2012 

3. 兼松隆之, 有吉紅也, 市田隆文, 江口 晋, 上平 憲, 國土典宏, 酒井英樹, 白阪琢磨, 澄川耕二, 塚崎邦弘, 中尾

一彦,  安岡 彰, 八橋 弘, 山下俊一, 山本太郎：血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者に対する肝移植のた

めの組織構築.（厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策研究事業 血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者に対

する肝移植のための組織構築. 平成 21年度～平成 23年度 総合研究報告書 研究代表者 兼松隆之, p3-9所収）
2012   

4. 兼松隆之, 有吉紅也, 江口 晋, 上平 憲, 酒井英樹, 白阪琢磨, 澄川耕二, 塚崎邦弘, 中尾一彦,  安岡 彰, 八橋 

弘, 山下俊一：[平成 21年度 総括研究報告] 血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者に対する肝移植のための組

織構築.（厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策研究事業 血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者に対する肝

移植のための組織構築. 平成 21年度～平成 23年度 総合研究報告書 研究代表者 兼松隆之, p11-14所収）2012   

5. 兼松隆之, 有吉紅也, 江口 晋, 上平 憲, 酒井英樹, 白阪琢磨, 澄川耕二, 塚崎邦弘, 中尾一彦,  安岡 彰, 八橋 

弘, 山下俊一：[平成 22年度 総括研究報告] 血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者に対する肝移植のための組

織構築.（厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策研究事業 血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者に対する肝

移植のための組織構築. 平成 21年度～平成 23年度 総合研究報告書 研究代表者 兼松隆之, p35-38所収）2012   

6. 宮﨑泰司：【総括研究報告書】 我が国の経験を踏まえた開発途上国における献血制度の構築と普及に関する研究

（厚生労働科学研究費補助金（地球規模保健課題推進研究事業）我が国の経験を踏まえた開発途上国における献

血制度の構築と普及に関する研究 総括・分担研究報告書 研究代表者 宮﨑泰司，p1-4 所収）2012  

7. 宮﨑泰司, 福吉 潤：我が国の献血制度のパッケージ化及びマーケティング手法に関する研究（厚生労働科学研

究費補助金（地球規模保健課題推進研究事業）我が国の経験を踏まえた開発途上国における献血制度の構築と普

及に関する研究 総括・分担研究報告書 研究代表者 宮﨑泰司，p5-10所収）2012  

8. 塚崎邦弘：【総括研究報告書】 成人 T 細胞白血病リンパ腫に対するインターフェロンαとジドブジン併用療法

の有用性の検証に関する研究．（厚生労働科学研究費 がん臨床研究事業（H22-がん臨床-一般-031）成人 T細胞

白血病リンパ腫に対するインターフェロンαとジドブジン併用療法の有用性の検証 平成 23年度 総括・分担研

究報告書 研究代表者 塚崎邦弘, p1-6所収）2012  

9. 塚崎邦弘：【総括研究報告書】 ATL の診療実態・指針の分析による診療体制の整備に関する研究.（厚生労働科

学研究費補助金 がん臨床研究事業（H23-がん臨床-一般-022）ATLの診療実態・指針の分析による診療体制の整

備 平成 23年度 総括・分担報告書 研究代表者 塚崎邦弘, p1-7所収）2012 

10. 今泉芳孝：【分担研究報告書】ATLの診療実態・指針の分析による診療体制の整備に関する研究.（厚生労働科学

研究費補助金 がん臨床研究事業（H23-がん臨床-一般-022）ATLの診療実態・指針の分析による診療体制の整備 

平成 23年度 総括・分担報告書 研究代表者 塚崎邦弘, p46-50所収）2012 

11. 越本莉香, 中根秀之, 木下裕久, Deok Su Moon, 熊谷敦史, Geon Ho Bahn, 大津留晶, 小澤寛樹,柴田義貞, 山下俊

一：在韓被爆者心身健康調査（在韓被爆者こころの健康相談）活動報告書（長崎大学グローバル GCOE プログラ

ム「放射線健康リスク制御国際戦略拠点」放射線等環境因子によるメンタルヘルスの影響に関する研究 在韓被

爆者心身健康調査（在韓被爆者こころの健康相談）報告書 平成 24年 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ中根秀之, 大津留晶, 小澤寛

樹, p2-17所収）2012．※研究協力機関として医歯薬（原研内科）,大学病院（血液内科）が表記 

12. 今西大介：【会員投稿】造血器疾患に対する分子標的治療薬の進歩．長崎内科医会報 Vol.27：22-25, 2012 

13. 宮﨑泰司：急性骨髄性白血病における NPM1蛋白質と ELF4蛋白質の相互作用．(厚生労働科学研究費補助金 第

３次対がん総合戦略研究事業 ゲノミクス解析に基づく白血病の新規分類法開発に関する研究 平成 23 年度 

総括・分担研究報告書 研究代表者 間野博行, p13-15,19-20所収) 2012  

14. 宮﨑泰司：【分担研究報告書】 骨髄異形成症候群の国際予後スコアリングシステム改訂. (厚生労働科学研究費

補助金（難治性疾患克服研究事業）特発性造血障害に関する調査研究 平成 23年度 総括・分担研究報告書 研

究代表者 黒川峰夫, p51-53, p156 所収) 2012  
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15. 黒川峰夫,小澤敬也,金倉 譲,直江知樹,中尾眞二,澤田賢一,赤司浩一,宮﨑泰司,高折晃史,岡本真一郎,中畑龍俊,太田

昌子：[総括研究報告書]特発性造血障害に関する調査研究．(厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事

業）特発性造血障害に関する調査研究 平成 23 年度 総括・分担研究報告書 研究代表者 黒川峰夫, p1-31 所

収) 2012  

16. 塚崎邦弘：【緊急被ばく、被ばく医療支援】 地元緊急被ばく医療チームをサポート（崎陽舎編集, 絆～長崎大

学病院 東日本大震災医療支援活動報告集～, 長崎大学病院（長崎）, p88所収）2012  

17. 福島卓也：【緊急被ばく、被ばく医療支援】 一時帰宅に同行 恐怖と不安感じた高線量（崎陽舎編集, 絆～長

崎大学病院 東日本大震災医療支援活動報告集～, 長崎大学病院（長崎）, p91所収）2012  

18. 波多智子：【緊急被ばく、被ばく医療支援】 長崎のスタッフに寄せられた信頼（崎陽舎編集, 絆～長崎大学病

院 東日本大震災医療支援活動報告集～, 長崎大学病院（長崎）, p93所収）2012 

 

学会発表数学会発表数学会発表数学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

4 4 12 0 13 32 

 

社会活動社会活動社会活動社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

宮﨑泰司・教授 医師試験委員 厚生労働省 

宮﨑泰司・教授 医道審議会専門委員（医科分化委員） 厚生労働省 

宮﨑泰司・教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

宮﨑泰司・教授 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委員 長崎県 

宮﨑泰司・教授 第９回永井隆平和記念・長崎賞選考委員会委員 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM） 

宮﨑泰司・教授 治験審査委員会 委員長 長崎県医師会 

宮﨑泰司・教授 専門委員 
独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 

審査業務部 

宮﨑泰司・教授 幹事 

特定非営利活動法人 

成 人 白 血 病 治 療 共 同 研 究 支 援 機 構

(NPO-JALSG支援機構）Japan Adult Leukemia 

Study Group 

宮﨑泰司・教授 ドナー安全委員会 委員 財団法人 骨髄移植推進財団 

宮﨑泰司・教授 九州地区代表医師 財団法人 骨髄移植推進財団 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会九州支部 

宮﨑泰司・教授 理事 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 教育委員会 副委員長 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 Associate Editor 日本血液学会 

宮﨑泰司・教授 企画委員長 
日本血液学会 教育委員会プログラム企画委

員会 

宮﨑泰司・教授 評議員 日本癌学会 
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宮﨑泰司・教授 九州免疫血液研究会 世話人 九州免疫血液研究会 

宮﨑泰司・教授 代表世話人 長崎幹細胞移植研究会 

宮﨑泰司・教授 幹事 Indolent Hematologic Malignancy研究会 

宮﨑泰司・教授 編集アドバイザー Trends in Hematological Malignancies 

宮﨑泰司・教授 Reviewer Japanese Journal of Clinical Oncology（JJCO） 

宮﨑泰司・教授 Reviewer 
Journal of Clinical and Experimental 

Haematology（JCEH）,日本リンパ網内系学会 

宮﨑泰司・教授 疫学部 顧問 財団法人 放射線影響研究所  

宮﨑泰司・教授 臨床研究部 顧問 財団法人 放射線影響研究所  

宮﨑泰司・教授 評議員 
公益財団法人 長崎原子爆弾被爆者対策協議

会 

宮﨑泰司・教授 
難病情報センター情報企画委員（不応性貧血（骨髄

異形成症候群）担当） 

公益財団法人 難病医学研究財団 難病情報

センター 

宮﨑泰司・教授 
「沖縄感染症医療研究ネットワーク基盤構築事業」

に関する研究推進委員 
公益財団法人 沖縄科学技術振興センター 

宮﨑泰司・教授 長崎県緊急被ばく医療ネットワーク検討会委員 財団法人 原子力安全研究協会 

宮﨑泰司・教授 長崎県がん診療連携協議会委員 長崎大学病院 

宮崎泰司・教授 
がん診療センター化学療法レジメン審査委員会委

員 
長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 廃棄物処理対策員会委員長 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 品質管理委員会委員 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 放射線障害予防委員会委員 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 医事紛争対策委員会委員 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 医療事故防止委員会委員 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 医療事故審議・対策員会委員 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 診療情報提供委員会委員長 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 安全管理部会 部長 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 防火対策委員会委員長 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 情報セキュリティ対策委員会委員長 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 
大学病院事業場衛生委員会委員長 

(総括安全衛生管理者) 
長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 長崎大学病院モニター会議委員 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 先進医療専門委員会委員 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 輸血療法管理運営委員会委員長(細胞療法部長) 長崎大学病院 

宮﨑泰司・教授 副臨床検査技師長候補者選考委員会委員 長崎大学病院 
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宮﨑泰司・教授 運営代表者会議委員 長崎大学医歯薬学総合研究科 

宮崎泰司・教授 医学部学生委員会委員 長崎大学医学部 

宮﨑泰司・教授 医学部共同利用研究センター運営委員会委員 長崎大学医学部  

宮﨑泰司・教授 医学部英文紀要編集委員会委員 長崎大学医学部  

宮﨑泰司・教授 骨髄異形成症候群（MDS）連絡会 顧問 MDS 連絡会 

宮﨑泰司・教授 日本赤十字社長崎原爆病院建設委員会 委員 日本赤十字 長崎原爆病院 

塚崎邦弘 

・准教授 
在韓被爆者健康診断・相談事業(2012.8.31 まで) 長崎県 

塚崎邦弘 

・准教授 

長崎県国民健康保険診療報酬審査委員会委員

(2012.8.31 まで) 
長崎県 

塚崎邦弘 

・准教授 
評議員 日本血液学会 

塚崎邦弘 

・准教授 
代議員 日本血液学会 

塚崎邦弘 

・准教授 
診療委員 日本血液学会 

塚崎邦弘 

・准教授 
評議員 日本臨床腫瘍学会 

塚崎邦弘 

・准教授 
編集委員 Japanese Journal of Clinical Oncology 

塚崎邦弘 

・准教授 
検査部運営委員会委員(2012.8.31 まで) 長崎大学病院 

塚崎邦弘 

・准教授 
保険診療審査委員会副委員長(2012.8.31 まで) 長崎大学病院 

福島卓也・講師 運営委員会委員 Japanese Journal of Clinical Oncology 

福島卓也・講師 在韓被爆者健康診断・相談事業(2012.3.31 まで) 長崎県 

福島卓也・講師 
長崎県保険医療対策協議会がん対策部会委員

（2012.3.31 まで） 
長崎県 

福島卓也・講師 調整医師（2012.3.31 まで） 骨髄移植推進財団 

波多智子・講師 血液専門医試験問題作成委員 日本血液学会 

波多智子・講師 教育委員会 委員 日本血液学会 

波多智子・講師 運営委員 

特定非営利活動法人 

成 人 白 血 病 治 療 共 同 研 究 支 援 機 構

(NPO-JALSG支援機構）Japan Adult Leukemia 

Study Group 

波多智子・講師 長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会委員 社会保険診療報酬支払基金長崎支部 

波多智子・講師 調整医師 骨髄移植推進財団 

波多智子・講師 九州血液セミナー 幹事 九州血液セミナー 

波多智子・講師 医師臨床研修委員会委員 長崎大学病院 

波多智子・講師 病歴委員会委員（2012.3 まで） 長崎大学病院 

対馬秀樹・助教 長崎市夜間急患センター運営協議会委員 長崎市 
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対馬秀樹・助教 在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県 

今泉芳孝・助教 リスクマネージャー（血液内科） 長崎大学病院 

今泉芳孝・助教 クリティカルパス委員会委員 長崎大学病院 

今泉芳孝・助教 院内感染対策委員会委員 長崎大学病院 

今西大介・助教 保険診療審査委員会委員（保険主任） 長崎大学病院 

今西大介・助教 病理部運営委員会委員（2012.5.31 まで） 長崎大学病院 

田口 潤・助教 調整医師 骨髄移植推進財団 

田口 潤・助教 移植施設責任者 骨髄移植推進財団 

田口 潤・助教 病歴委員会委員 長崎大学病院 

田口 潤・助教 輸血療法管理運営委員会委員 長崎大学病院 

田口 潤・助教 がん診療センター運営委員会委員 長崎大学病院 

田口 潤・助教 放射線部運営委員会委員 長崎大学病院 

土屋健史・助教 在韓被爆者健康診断・相談事業(2012.3.31 まで) 長崎県 

澤山 靖・助教 病理部運営委員会委員（2012.6.1 から） 長崎大学病院 

澤山 靖・助教 調整医師 骨髄移植推進財団 

 

競争的研究資金競争的研究資金競争的研究資金競争的研究資金獲得状況獲得状況獲得状況獲得状況（共同研究を含む）（共同研究を含む）（共同研究を含む）（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金（地球規模保健課

題推進研究事業）我が国の経験を踏まえた開

発途上国における献血制度の構築と普及に

関する研究（指定） 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）難治性白血病におけるバイオマーカーに

基づく層別化治療法の確立に関する研究    

（研究代表者：直江直樹） 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服

研究事業）特発性造血障害に関する研究 

（研究代表者：黒川峰夫） 

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総

合戦略事業）DNA チップによる急性白血病の

新規分類法提案（研究代表者 間野博行） 

塚崎邦弘 

・准教授 

厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）成人 T細胞白血病リンパ腫に対するイン

ターフェロンαとジドブジン併用療法の有

用性の検証に係る調査研究 

塚崎邦弘 

・准教授 

 

厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）ATL の診療実態・指針の分析による診療

体制の整備 

塚崎邦弘 

・准教授 

 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）悪性リンパ腫に対するモノクロナール抗

体併用療法の開発による標準的治療の開発
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による標準的治療の確立に係る調査研究（研

究代表者：木下朝博） 

塚崎邦弘 

・准教授 

 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総

合戦略事業）成人 T細胞白血病のがん幹細胞

の同定とそれを標的とした革新的予防・診

断・治療法の確立（研究代表者：渡邉俊樹）

（2012.3 まで） 

福島卓也・講師 

 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）進行期難治性 B細胞リンパ腫に対する大

量化学療法を併用した効果的治療に関する

臨床研究 （研究代表者：山本一仁） 

福島卓也・講師 
 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）成人 T 細胞白血病（ATL）の根治を目指

した細胞療法の確立及び HTLV-1 抑制メカニ

ズムの解明に関する研究（研究代表者：鵜池

直邦） 

今泉芳孝・助教 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）ATL の診療実態・指針の分析による診療

体制の整備 （研究代表者 塚崎邦弘） 

今泉芳孝・助教 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）成人 T細胞白血病リンパ腫に対するイン

ターフェロンαとジドブジン併用療法の有

用性の検証に係る調査研究（研究代表者 塚

崎邦弘） 

今泉芳孝・助教 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総

合戦略研究事業）ATL の腫瘍化並びに急性転

化、病型変化に関連する遺伝子群の探索と病

態への関与の研究（研究代表者 軽留部謙之

輔） 

今泉芳孝・助教 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）進行期難治性 B細胞リンパ腫に対する大

量化学療法を併用した効果的治療に関する

臨床研究 （研究代表者：山本一仁） 

田口 潤・助教 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事

業）成人 T 細胞白血病（ATL）の根治を目指

した細胞療法の確立及び HTLV-1 抑制メカニ

ズムの解明に関する研究（研究代表者：鵜池

直邦） 

宮﨑泰司・教授 独立行政法人国立がん研究センター 分担 独立行政法人国立がん研究センター（運営交

付金・研究開発費）難治性白血病に対する標

準的治療法の確立に関する研究（研究代表

者：小林幸夫） 

塚崎邦弘 

・准教授 

 

独立行政法人国立がん研究センター 分担 独立行政法人国立がん研究センター（運営費

交付金・研究開発費）高感受性悪性腫瘍に対

する標準的治療確立のための多施設共同研

究（研究代表者：飛内賢正） 

宮﨑泰司・教授 独立行政法人国立長寿医療研究センタ

ー 

分担 独立行政法人国立長寿医療研究センター（長

寿医療研究開発費）高齢者造血障害に関する

分子疫学的検討のための基盤整備（研究代表

者：勝見 章） 

宮﨑泰司・教授 科学技術振興機構 分担 独立行政法人科学技術振興機構（次世代が

ん）創薬コンセプトに基づく戦略的治療デザ

インの確立（研究代表者：直江知樹） 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

白血病予後を司る NPM1 と ETS 遺伝子との相

互作用の解明 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（S） 

High throughput sequencer による癌のエピ
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ゲノーム解析（研究代表者：西川伸一） 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

原爆被爆者造血器腫瘍の臨床的特性に基づ

いた発症リスク評価（研究代表者：岩永正子） 

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

ATL に対する同種造血幹細胞移植療法後抗

腫瘍効果と抗ウィルス効果の実態解明（研究

代表者：福島卓也） 

塚崎邦弘 

・准教授 

 

日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

低悪性度 ATL と HTLV-1 キャリアの併合解析

による中間群の抽出 

塚崎邦弘 

・准教授 

 

日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

ATL に対する同種造血幹細胞移植療法後抗

腫瘍効果と抗ウィルス効果の実態解明（研究

代表者：福島卓也） 

福島卓也・講師 

 

日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

ATL に対する同種造血幹細胞移植療法後抗

腫瘍効果と抗ウィルス効果の実態解明 

今泉芳孝・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

低悪性度 ATL と HTLV-1 キャリアの併合解析

による中間群の抽出（研究代表者：塚崎邦弘） 

福島卓也・講師 協和発酵キリン  成人 T 細胞白血病リンパ腫（ATL）における

微少残存病変（MRD）検査法の臨床応用につ

いての第３次研究 

波多智子・講師 協和発酵キリン  低リスクまたは中間－１リスク骨髄異型成

症候群患者における血清エリスロポエチン

値の検討 

宮﨑泰司・教授 大塚製薬  ODK-1001/1002 臨床性能試験 

宮﨑泰司・教授 大塚製薬  ODK-1003 臨床性能試験 

 

その他その他その他その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

澤山 靖・助教 非常勤講師（疾病論Ⅳ（血液・造血器）） 長崎市医師会看護学校 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

塚崎邦弘 

・准教授 

ウィルス HTLV-1 シンポ

ジウム 『母子感染予防

が有効』 

長崎新聞 2012年 5月

4 日(金)、5

月 15日(火) 

主に母乳を介して感染するウィルス

HTLV-1が引き起こす血液のがん ATL、

HAM などの関連疾患や感染者の相談体

制について考えるシンポジウムが開か

れた。本県では県や長崎大が先駆的に対

策に取り組んでいるが、（昨年 8 月,第

一生命保険㈱より第 63 回保健文化賞を

受賞）市民レベルではまだ知られていな

い、患者末端まで情報が届いていないと

いう意見が出された。根本的な治療法が

確立されていない今、『母乳感染予防』

の広い周知が求められる。 

宮﨑泰司 

・教授他 

第 34 回 日本造血細胞

移植学会 特別企画シン

ポジウム「放射能被曝が

もたらす病態と造血幹細

Medical 

Tribune 

Vol.45, No.27，
p26 

2012年 7月

5日  

被ばく,放射能自己の経験があるにもか

かわらず、わが国の放射能への取り組み

は立ち遅れていると言わざるを得ない。

長崎の原爆や東海村事故の先例から放
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胞移植の役割－過去・現

状・今後－」 

射線被ばくの影響や臍帯血移植などの

治療効果紹介が行われた。いずれも過去

の被ばく災害の経験を今後に生かすた

めである。 

このシンポジウムの中で、原爆被ばく者

では線量増加とともに白血病、固形腫瘍

のリスクが上昇することを発表した。 

波多智子・講師 Session2－MDS の予後予

測－ MDS の新規予後

判定システム 

血液腫瘍シン

ポ ジ ウ ム

2012MDS～病

態解析と治療

の進歩～  

（※編集・制

作ﾒﾃﾞｨｶﾙﾄﾘﾋﾞ

ｭｰﾝ発行：大日

本 住 友 製 薬

㈱） 

2012年 7月

30日 

2012 年 3 月 3 日（土）東京で開催され

た『血液腫瘍シンポジウム 2012』にお

いて、既存の MDS 予後システムを総括

するとともに、改訂作業の経緯と方向

性、課題を報告した。 

波多智子・講師 Session5－デフェラシロ

クロスの副作用マネジメ

ントと継続治療に向けて 

Consensus 

Meeting[ 進 化

する輸血後鉄

過剰症の治療

戦略 ]（※発

行：ｴﾙﾑｺﾑ／ｴﾙ

ｾﾞﾋﾞｱｼﾞｬﾊﾟﾝ

㈱,提供：ﾉﾊﾞﾙ

ﾃｨｽﾌｧｰﾏ㈱ 

2012年 7月 2012年 3月 31日（土）東京で開催され

た『Consensus Meeting[進化する輸血後鉄

過剰症の治療戦略]』において、デフェ

ラシロクスの安全性定期報告をふまえ、

ここでは副作用発現数の多い胃腸障害、

皮膚障害、腎機能障害をとりあげ、発現

状況およびデフェラシロクスの投与を

継続するためのマネジメントについて

概説した。 

 


